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推進器逆轉に よ る艢 の 惰性前進距離

　　　　竝に時間の 計算式に就て

正 員 工 學博士 渡 邊 惠　 弘

Abs もract ■

　　On　the　Formulae　for　the　Decelerated　Mo 七ion　of　a　 Ship　with 　Screw　reversed ．

　　　　　　　 　　 By 　Y ．　Watanabe ，　Kogakuhakashi ，　Member．

　When 　the　rota 七ion　of 　a 　shi 】ゴs　screw 　is　reversed 　in　its　forward　motion ，
　the　blade　ele●

ments 　are 　generally　in　stalled 　condition ．　In　such 　a　condition ，もhe　actien 　of　the　screw

propeller 三s　analysed
，
　and 　the　thrust　iロ the　af 七ward 　direction　is　obtained ．

　Assu皿 illg　the　virtual 　mass 　to　be　one −fifth　of 　that　of 　the　ship
，
　 and 　 the　 resistance 　to

be　proportiona 工to　the　square 　of　the　velocity ，
　the　formulae 　for　the　time 　and 　the　distance

in　the　decelerated　motion 　are 　developed　in　this　paper ．

1， 緒 言

　此の 論文は船がある前進速度で 進行 し て居 る時急に機關 を逆轉 し．推進器 に後暹囘轉 を與 へ た時 ．

船が そ の 前進惰性 の ため
、 靜止 する迄 に幾何の 距離竝 に時間を航走するか を主 と し て推進器 の 機能 を

考慮に入れて 解い た もの で ある 。 此 の 問題は著者の 知る限 りで は餘 り解かれ て 居 ない様 で 唯 Lovett

の 著書 （Apllied　 Naval 　Architecture） 中 1こ取 り扱 はれて 居 るが．此 の 中で は推進器の 後退推力 を全

力前進 の 場合 の 九割で ある と云 ふ 假定の 下に 解かれ推進器 の 機能 に對 して は少 しダ）考慮も拂 はれて 居

らぬ 。

　此 の 論文の 取扱 の 中で 次 の 樣 な主な る假定がなされ て居 る 。 帥ち船 の 質量の 見掛 の 墸加は船それ 自

身の 質量の 1／5 で あ る と云 ふ普通一般 に 行はれて 居 る約束 と、般の 抵抗 は此の 取扱 に入 る速度の範圍

で は連度 の 2乘 に 比例する と云 ふ 事で あ る 。 此 の 第 1 の 假定は 英國 の 古 い實驗か ら一般 の 習慣 の 樣 に

なつ て 居 るが そ の 後 の 多 くの 實驗を見る と或は是 よ りも小 さ くて もよい の で はな い か と も思 はれ る。

然 し、是等は未だ決定的の 議論迄に 逹 し て 居 る とも思 はれぬ故普通 の 約束 に 從つ て 置 く次第 で あ る
。
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｝2（）L） 講
、
d’

第 2 の 假定 も若し途巾に hump 　 speed が入れ ば完全 に 祓立 せ ぬ が 普通は是は入 らぬ と見る の が 當然

で あ る 。 是が 入 らぬ で も摩擦抵抗 を考 へ れば此 の 假定 は 正 し くは な い が 計算の 簡 易 を考 へ れ ば此 の 誤

差は許睿せ られ る。

2． 推 進 器 の
・
作 用

今軸 よ り O’の 距離の 推進器翼素 を取 つ て 考へ る tz　 “船が 前進 し 推進器が普 通 の 囘轉 を して 居れ ば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 OA ’

の 方 向に囘轉 し從つ て 前進速度 v と結合 し て 水

　　 は B ’o の 方 向か ら運 動 し て 來 る筈 で あ るが ．現在 考

’ へ て 居 る様 な樋 で ば逆鱒 を し て 居 a　iX　OA 　a）方向

に Npm　L ．從つ て 水 は BO 筋 向か 嘆 蟷 る ．

然る時蹊 素の 迎角は圓に示 す’」Pき α と畝 匙

灘牒説塩
き

讖 戳馨騰
通 の 軈 とは著 し 倶 る ・ 此嚇

毫き
速鑢 以上 鯲

　　 け る推進器 の 作用 に 就 て は Glauer七が 解 い て 居 る。此

　　 の 時翼素に働 く力は翼素面 に 直角の 方 向で 是を dF と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 す る 。 是 を軸方 向に dT ， 是に 直角 の 方 向に dR と に

分 解する 。 然 る時は dT は推力を與 へ dR と軸 よ りの 距離 r を掛けた もの が捻力 dQ を與 へ る

事 は 明で ある ゜

　 　 雅糲 鮎 、
｝

　　　　　　　　　　　　，
・
．　　　 亟 ゴ tan θ

　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　 dT

　今推進器 の piteh　 ・H とすれば　　　 H ＝ 2π 凡 an θ

　　　　　　　　　　　　・　　　　 dθ＝互 dT
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 π

　此 の 式で dQ と d’7i と は 牛徑 に 滑ふ て 變 り、殊 に 所謂 wake の 趺態 を考 へ れば極 め て複 雜 な ゲ の

函數で あるが ．H は略ぼ常數と見 る事が出來 る。 上式を推進器全體に 就て 積分すれば dT 及 び 4Q

が 01 の 如何 な る 函數な る に 關せ す次式が成立 す る 。

　　　　　　　　　　L 互 Q … … 一 … … … … ・・一 … ・・… ・… （1）・
　　　 　　 　　 　　 　　　 丑

（1 ｝Tech ．　Rep ．　of 　Aero ．　Res ．　Com ．　Repo 雌 s　and 　Me 皿 oranda ．　No．1342ユ 930〜31．　Airscrew 正Qr 　high

　 speed 　aeroplaneg
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　　　　　　　 ＿塑進 器 逆塾蔓 る船 の 墮歯壟蟹甦 1墜 時 間 の 計 算 式 蹴 て ・灘 恵些一、　 　 讐糧

即 ち推力 は 捻 力に 比例 す る 。

　然 る に Q は機關 の 氣筒内 の 手均壓 力等 の 如 き もの で きまり．皀口ちきま つ た運轉歌態で は Q は 先

づ 常數 と見 る事が 出來る 。 從つ て 此 の歌態で は推 力 7Tが常數で あ つ て 是は Lovett の 式の 假設 と一

致 す る 。

　今此の 後退時の 運 轉1伏態に 於 ける 1．11．P ．＝ P ‘
， 軸馬力 ＝ P 、

， 廻轉數 ； n とすれば

　　　　　　　　　　Ps＝ η” t
・P ε

＝ ： 2miQ

但 し η榊 は mechanical 　eCaeieney で 普通 O、82〜0．8・5 位 の 聞 にあ る 。

故 に 此の 蓮 轉駄態 に 於 て の 後方推力は

　　　　　　　　　　a』
η・・P ・ ＿ ＿ … ．… ・・一 ・・… ・… … ・・・… … （2）

　　　　 　　　　　　 　　 Il．1t．

　　　　　　　　　　　　　　　　3、 惰 性 前 進 時 間

　丁度船 の 進行 を止 め よ うと し初 め る時の 前進速度 を Vo
， 此 の 時 の 抵抗 を Ro と し ．抵抗が速度 の

2 乘に 比例する と假定 すれば或 る速 度 v に於 け る抵抗 R は

　　　　　　　　　　R ・… R ・ （荒ア
故 に 質量 見掛 の 墸加 を船 の 質量 の 115 と假定すれ ば 、 船の 蓮動式は

　　　　　　　　　　鍔審一一（T ・ R ）一
一

匿 … 毒］
・・… … ・… （・）

是 を積分 し て

　　　　　　　　　　・一

夢器 卸  ツ鷺浩 ・an
”

（縹i離 ）｝
故 に 靜止 に到 る迄の 時間 To は

　　　　　　　　　　T ・
一

咢器
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Li聖　　　　　　　　　　 講　　　　　　　 演

　　　　　　　　　　葺匙 警罰 詣≡ ・ と齦

　　　　　　　　　　7 一 咢÷ノ写・・n
・ 嶇 一 … ・… … … ・・… ・（7）

となる 。 此處で α は power 　Ioading と も稱すべ き もの で 若 し WIRo を tons／H ．P．に 取れば α は

是に 0・245 を掛けた もの を取 る 。 β， γ は躍位 の ない 單なる常數で ある。

　　　　　　　　　　　　　　　 4，

1惰 性 前 進 距 離

　 （3）を書 き換 え 8 を距離に 取れ ば

　　　　　　　　　　諤誓一 一

［
ny・ ・P

＋R 。
一1：

2
−

H ．n 　 　 砺
2］

　　　　　　　∴ 一

鰐葺・・隈 1蔀・剛 （
η・ ・　P・・　v ・

2

＋ v2
H ．n ．Ro ）］

故に靜止 す る迄 の 距離 8 は

　　　　　　　　　　・
一 葺腰 め ・（・＋蟹 り

　　　　　　　　　　
一

咢 ・謁1・9 （1＋
H ・n ・μ・Pie

　 ηm ・P ・Vo）
特 に Pt　＝ 　Pto の 時は

　　　　　　　　　　S
一

号・
号1・9 （・・β・）… … ・・… … … … … … （・）

　以上 は單螺旋の 場合に 就 て そ の 儘成立 する 事で あ る。 推進器 が 二 つ 以上 の 場合 に 就 て も全 く同 じ事

で
． 各推進器 に就 て の 推 力 を加 へ 合せ れば よ く從つ て （7）乃至 （8） と同 じ樣 な式が得 られ る 。

　　　　　　　　　　　　　5． 數 値 計 茸 例

　今
一

つ の 例 を取 つ て 計算 の 例 を衣 に示 す 。

　　單螺旋貨物船　研 ＝ 5
，
565 噸　　　　　　　　 ff ＝ 　2g 呎

　　　　　　　　P ，。
＝ 5

，
800 馬力　　　　　　　　 n ＝ 64．6！分 ＝ 1。08！秒

　　　　　　　　 レb＝ 16．16　節 窩 17．3　呎1秒
μ

＝ 0・53
・ nym＝ O・83 に取 る。　　　　　　　　　　 然 る時は Ct＝ 4．25

，　β＝ 1．8 ，　γ
＝ O．63

耋1、：驚醗
ぱ

鳳  
1 分 19 秒

｝
　是等の 結果 は Lovett の 式 よ り小 さ V ・値 を與へ る樣で ある。　　　　 〔九州帝國大學造船學歡室〕
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推進器 逆轉に よ る 船 の 惰性前進距離竝 に 時問 の 計算式 に 就 て 、 渡邊惠弘 墅臥［

　　　　　　　　　　　　　　　 討　　　　　　論

0 會 長代 理 （湊　一 磨君）　 唯今 の 御 講演 に 觜 し 御 質問 N は 御意見 の あ る御 方は御 述 べ を 願 ぴ ま

す 。

○ 岡 本方行暑 　
一

言所見 を述 べ させ て 戴 きます 。 唯今 の 御話 に あ りま した 「般の 見掛 の 質量増加」

は此 の 種 計算 に 於 きま して は重要 な要素で あ りま して ． こ s で は之を從來通 り船の 質量 の ユ15に 取 つ

て 居 られ ますが、實際は も う少 し小 さ くて も宜 しい との 御読で あ ります。 此 の 御詮 を裏書 き します實

例 を申上 げた い と思ひ ます 。 先年海軍 に於 きま して 驅逐艦 と巡洋艦 に 就 き或 る實驗が行 は れ ま し て 、

其際船が増速 した り減速 した りする場合 の 速 力の變化及 び經過時聞 な どを測定して 其結果 を解析 した

事が あ 1）ます 。 此 の 結果に よ りますと從來の 1／5 皀防 02 で は 大 き過 ぎる の で あ りま して ．此 の 場合

に は O・13 と して 計算 します と實際 の 結果 と良 く一致致 す事が知 られ て 居 り、 此 の 點を中述 べ ま して

御參考 に 供 し た い と思 ひ ます 。

○ 荒木　勤暑 唯今の 御計算 と私 の 實驗 とは大分懸離れ て 居 りますが ．eargo 　ship の 實例で 排水量

a
，
500 噸で長 さ 300呎 とす る と 17〜 18 年前に 乘 りま した遠江 丸 の 實 驗で は 9 節の speed で full

sstern をか け る と約 1，100 呎 位進み ま した と思 ひ ます。 只今 まで 船長 と して ユ4〜 15 隻 も乘 りま した

が 、300 呎 の 船で 600呎 で 停止 す る と云 ふ の は 覺えが あ りませ んが 。

O 渡邊惠弘君 發令 よ り推進器が逆 囘轉するまで の 時間 が掛 るか らで す 。

0 荒木　勤君 reciprocating 　engine で すか 。

O 渡邊惠弘君 別 に recipro ・と限 つ た わけで もあ りませ んが 。

O 荒木 勤君 reciproeating 　engine だ とする と發令か ら船が停 止 す る まで 3分位は掛 ります。

turbine な らば發令 よ り 30 秒位で 機關が go　as 七ern に な ります。 夫以上 にな る と eon 砒 ionは蝕程

悪 V ・ もの で す。
30 秒で engine が 廻は らぬ 船は稀だ と思ひ ます 。

O 渡邊惠弘君 夫 は逆 に廻 は り初 めまで で すか 。

O 荒木 勤君 廻 は り初めまでで す 。

O 渡邊惠弘暑 唯今 の 話 で は發令 よ り完全 に prope ］1er が逆 廻轉す る迄 の 時間が掛 りますが 夫 は入

つ て 居 りませ ん 。

○荒木 勤暑 實際は 30 秒掛る の も少な く．20 秒 か夫以下 の もあ ります。

O 渡邊惠弘君 私 は もつ と大 きv・様 に 他 の 人か ら聞 きま したが 。

○ 荒木 　勤君 否 ．そん な事 は あ りませ ん と思 つ て 居 ります 。

O 渡邊惠弘君 30 秒に して も時間 に し て Te の 4吩 で 、
9 箚で走 つ て 居 りますか ら、可 成 り走 る と

思 ひます 。

O 荒木　勤君 次 に 之 は私の 意見で あ りますが．9 ・ astern の 時 は 9・ ahead の 時の 90％ の thrust
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i．墅 講 演

が掛る と言 はれ ましたが 。

O 渡邊惠弘暑 　V ・や
、

それ は Lovet七 と 云 ふ 人が した の で す。

O 荒木　勤i君　そ うで すか 。 私 の 實驗に 依 ります と總噸數 11，000 噸 7）歐洲航路の 少 し舊式型 の 船

で 13〜14 節の 速力 の もの が 港に近づ くと 12 節位に な ります 。 pressure　200封度の が 180 封度に 落

ちて居 りますが 、full　astern を掛る と unifo τm 　speed に なつ て 走る とき 8節は越 しませ ん。
つ ま り

此 の 問題 と離れ て engine を go 　 as 士eu1 に し、船が後遏せ る と き iCは T が go　ahead で 走 る時の

0．5 と思はれ ま す。 propeller か らの 水が run の 中に 入 り水 通が 悪 くな る の で す。 所謂船は go　alle 且 d

し engille の み full　 astern で あ る時は水 の 通が良 い 爲 に T は 0．5× 1．5 帥 ち go　 ahead の 時 の 7割

強 と推定 され ます。L）1上 は私の 經驗 を述 べ た の み で す 。

〇 八代 　準君 渡邊 博士 の 扱はれ ま した此 の 問題 は．實際に 船を操縱する 人及び機 關設 計 に 於 て

astern 　tUrbhle の 力量 を定め る様 な場合 に 、 甚だ必要な辜で あ りますが
． 未だ 十分滿足な解決が 得 ら

れ て 居 らない 問題で．博士 が共解決 （・c 寄與 されま した事ば誠 に難有Lr・ij・で あ ります 。

　博士 は 此 の 問題を扱 つ た丈献が Lovett の 著書（1920）以外に は見當らぬ 樣 に 言はれて 居 ますが 、之

よ り古 く 1912〜1914 年に Sehiffbau 誌上 で IVeitbreeht
，
　Mif11er

，
　Dressler

，
　Rethe 等が此の 問題 を

扱つ て 居 ります 。 撚 し之等の 人 々 の 取扱ぴ 方 も實際 の 場合 とは掛離れた多 くの 假定が し て あ ります の

で 、勿論滿 足な もの で は あ りませ ん 。

　一體船が加速 又は減速する時に は、其起 す波の 連列が定型に なつ て 居 らす、時 々 刻 々 變化 します の

で ．其時 の 船體抵抗 又は推進器推力 の 樣な もの も時 々 刻 々 變化 し且つ 適切に 計測 し叉 は 豫想す る事が

出來ませ ん の で 、或は理 論的にや つ て も或は實驗的に 模型試驗成績等 を用ひ て も、滿足な解析は出來

な い 様 に 思ぴ ます 。 それ で 結局は或假定の 元 に 理論 的 又は實驗的 の 解析 を行 つ た 成果 と ，實際の 船に

就 て之等 の 試運轉を行 つ た成績と を對比 して ．何か 實用的係數 の 樣 な もの で も定 め て 置かな い と、實

際の 役LC は立 たぬ と云 ふ 事 に な る と思 はれ ます 。

　所が 實際の 船に 就 て 之等 の 試運轉 を行ふ際 の 計測法な る もの が ．私 の 知 つ て 居 る所で は 可な り原始

的 な方 法で あ る樣に 思ひ ます 、 それで 其計測 法に 關し て は、先年新田重治氏が旋廻試運轉の 計測法 を

考案 され て 、本協會 に發表 （造船協會 k 報第五 十號）された もの が あ りますが 、あ の 樣 な裝置 を此の 種

の 試邏轉域績計測に 適 する樣 に作 つ て 戴け る と大 變結構の 樣 に 思ひ ます 。 此 の 席：c は 海軍技術研究所

の 方 々 も見 2 て 居 られ る樣で あ りますか ら 、 御考慮を願つ て 置 き度い と思 ひ ます。

　それか ら反 轉推進器の 推力等の 豫測ic渡邊 博士 の 御示 しの 樣な方法 も結構で あ りますが．之 はやは

り模型推 進器の 實驗域績を換算する方が 一暦信頼 し得 る結果が 得られ る と思 ひ ます 。 船に 前進速度が

あつ て 推進器丈が 反轉 し て 居 る様な場合を代表 する推進器の open 　experiment は、まだ行はれて居

らな い 樣 に 想、ぴ ますが 、 之 は何か の 機會に 實験 して 戴けば大變役に 立 つ 事と思はれ ます 。 船が後進 し

始 めて か らの 反轉推進器 の 隹能 tc關 しま して は、其模型實驗成績 を私が 本協會に發表 （造船 脇會 々 報

N 工工
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推進器逆韓 に k る 離 の 惰性前 進 距離竝 に 時間の 計算式 に 就 て 、 渡邊惠弘 蟄z．

第 四十號 ） し て 置きま した、船が 後進速 力 を持 ち始 め て か らの 事は此 の 論丈 の 範 圍外で あ りますが 、

其樣 な時 の 推 力等 の 豫測 に は ．理 論的の 方法 よ り此 の 成績 を利用する方が 信頼 し得 る結果 が 得 られ る

樣 に 思ひ ます 。

0 川原五 郎暑 大變有釜な paper で 吾 々 に 利釜する所が 多v・ の で あ りますが ．一寸御 伺 ひ致 しま

す。 propulsive　eoeficient は go　 astern の 時の で すか 、　 go　 ahead の 時の で すか 。

○渡邊惠弘君 go　astern の 時 の が分 りませ ん か ら go　ahead の を取 りま した 。

O 川原 五 郎君 若 しそ うな ら異 つ た 數字が 出や しない か と思ひ ます 。 八 代博士 は計測 の 方法が な い

か と言 はれ ま したが 、長崎で は turbine の go　astern に缺 黒li
あ るの で tank の speed 　machine を使

ひ turbine に は必 す shaft に eleetric 　contact で revolution が分か IJ．engine に 傳 へ て go　astenn

に 掛けて revolution の 變る の が 直 ぐ分 る樣 な機械が あ 1） ます。　stopping 　and 　reversing 　trial も夫

で や つ て 居 るが 、此 の 式 も aetual 　trialが あ るか ら當嵌めて 見る の が 良 い と 思 ひ ま す。
　 propulsive

eoeffieient は go　ahead の で あ る と大分變つ て 居 る と思 ひ ま す。

○ 渡邊惠弘暑 0・53は Maekrow の poeket　book の を取つ た の で 別 に 根據の あ る數宇 で は あ りま

せ ん 。 此 の 値で 良 くな けれ ば外 の を取 りますが ．唯單な る example と して 取 つ た の で す 。

○ 會長代 理 （湊　一 磨君）　 他に御 發言 の 方は御座 い ませ ん か 、 な けれ ば私 よ り一
言 御挨拶 申上 げ

ます 。 渡邊 博士 は推進器逆轉に 依 る船 の 惰性前進距離竝 に 時闇 の 計算式 を．數學的解析に 依 つ て 求め

られ たの で あ ります 。 此 の 種の 論文 は外國に 於 て も取扱はれ た例 は餘 り多 くな い との こ と で あ ります

が ．我 造般協會 へ の 提出論文 と して は ．私 の 記憶 し て 居 る範 圍で は初 め て の 樣に 思 ぴ ま す
。 既 の 問題

は軍艦に 於 て 戰術上 其他 で 重要 なる事 は 勿論 、一般船舶に 於て も災害防止の 見地 よ り極 め て 重要 な問

題 で あ ります る が ．渡邊 博士 は之 を簡單迅速 に 算出する方法を御示 し下 さ つ た の で あ りまし て
、 會員

一同の 裨釜する所は 尠 くない と思ひ ます。 此 の 問題は船の 邏 動 、 推進器背面の 作用 ．周圃の 水 の 邂動

等、種 々 複雜 な事項 を含ん で 居 ります爲 め ．單 に 數學的解析 の み で 解決 する こ とは相當困難 か と察せ

られ ます の で
． 八 代博士 も御指示に な りました樣IC、水槽試驗 を行ふ て

． 共結果 と照 合 して 考察する

事 は極 めて 必要 の 事 と考へ られ ます。 徇近 年新造の 船舶の 試運轉の際に は ．急速停止 試驗 、皀卩ち全力

前進 の 際命令一下急速に 機關を全 速後進 と し、發令 よ り機關至速 後進 に 至 る 迄の 時 闇、船が 停止 す る

に 至 る迄 の 時間 及び 其聞 の 船の 前進距離等 を測 ）ヒす る試驗 を行ふ て 居 り．此 の 種 の 實績資料 も相 當に

あ る事 と承知 して 居 りますか ら、此 の 問題 は單 に 數學 的に 片附け る よ ipも、水槽試驗 の 結果及 び 實船

の 域績 等 を併せ 考へ て 、解決 を期せ られた な らば 一層有 釜 で あ らうと思 ひ ます の で 、此 の 際特 に 著者

に對 して 御願 ひ 致 して 置 き度い と思 ひ ます 。 渡邊博士 が茲 に 新たな問題を捕 k て 、會員
一

同 を啓發 し

て 下 さつ た 事に 對 し、諸君 と共 に拍 手 を以て 感謝の 意 を表 し度い と思 ひ ます。 （一同拍手）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Naval 　Arohlteots 　of 　Japan

1208 講 演

追 記

O 近藤政市碧
一寸御伺申しますが、推進器の 作用の 處で dF が翼素面に直角に働くと云 ふの は如

何云 ふ譯か らなの で すか
。 それか ら engine −serew 　system で は推力は前進速度の 1 乘或は 2乘 と共に

減少す る と云 ふ の が飛行機の 場合で は事實で あ り又 常識 とな つ て ゐ ますの で ．ヱ
’

が速度 と共 に 不變で

あ る と云ふ の は聊か妙 に 感 じられます 。 又後退時の 邏轉駄態に於け る engine の 囘轉數 n も逋度 と共

に變化 す る筈 と思ぴ ますが ．
と の 邊の 御假定 に 就て 一應の 御読明 を得れば幸に存 じます 。

O 渡邊惠弘君 第 一
の 力 が翼素面に 直角に働 く事 に就 て は ．此 の 取扱は普通 の 翼 の 理 論の 樣 に 流體

が表面 を萬遍 な く smooth に 流れ る場合で な く．所謂 over −stall して 面 の 後に 渦が 出來 て 居 る歌態 を

取 つ た か らで す 。

　第二 に 飛行機 の 推進器 の 場合 の 推 力 と速度 との 普通 の 關係 は翼素面が stall し な い 範園 の norlnal

COnditiOn に 於て 働い て 居 る場合に 就 て で すが．此處で考へ て 居 る の は前に も述 べ た樣に stall した

欺態で全 く working 　eondition が異 ります 、 徇飛行機の hign　piteh　propeller が s七art の 時は 同 じ

樣 な歌態に な り、 此 の 場 合は本文中 に擧げた Glauert の 論丈 で 取扱つ て 居 る事は御 承知 の 事 と存 じま

す。

　 …ftva　 engine の 廻轉數が關係する筈 だ との 御意見は尤 もの 事で あ ります。 此 の 問題 は實際は torqUE

と thrust とを同時に 考へ て次 の 關係か ら解か ねば な りませ ん 。

i4t 　＝ e。
− e 。

・・＿ ・・
（1）

　 dt

胚 必 LT ＿R ＿ ．，・・（2）
　 dt

　1 ：shaft
，
　ProPeller及水 の 影響 を入れた全部の 慣性力率 ．　 ω ：推進器 の 角速度 、　 9e ：Engine か

ら來 る shaft を廻轉 させ 様 とする擾 力 、 　 9p；水か らpropellerに 働 く廻轉 を止 めや うとす る 忸力 、

］f ：船及 び水 の 影響 を入れた 質量 ． T ：推 力 ．　 R ：船 の 抵抗 。

　　　L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 此 處で 9E は engine の 運輙欣 態で き ま り． 9P と

　　　 　　 2 は V と ω の 函數．R は V の 函數で 、上 の 聯

1 立 耀 式 蠏 か ね ば な りま せ ん ・ 然 し・q・ と T °

　 ぜ 　 　　 函數の 形 は種 々 の working 　Condition を併せ 考 へ

　 及
　　　 　　 る と非常に 難か
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推 進 器 逆韓 に よ る 船 の 惰性前 進 距 離竝 に 時 間の 計算式 に 就 て 、 渡邊惠 撃ム 凶 9−［

後は大驩に於て 殆 ど eonst ．で あ ります。
　 t

、 迄 はだか ら．．上 D （1）式を考へ に 入れなければ な りませ ん

が ．t・ 以後 は考 へ す、唯（2）だ け を取 つ て 差 支 へ な い と思 ひ ます 。 私 の 此處 で 取扱 つ た の は t
、 以後 の

聞題で ．發令 よ り推 進器が逆 囘轉 し始む る迄 の 間は前に 述べ た   ver −stal1 の 假定 も疑問で あ ります ．

出た結果 に就 て は tL か ら ら 迄の 時聞 を出し て 居 り．此間に 較べ る と o か ら tl 迄は 大 した 大 き い も

の で は ない と思 ひ ますが．走っ た距離 となる と是は上 の V一曲線に 包まれた 面積に な りますか ら を迄

の 距 離 は 大 き くな り、從 つ て 發 令か ら靜止 する 迄 の 前進距離 を出す の に は t
、 迄 の 刋1く態 も考 へ な けれ

ば な りませ ん 。 黙 し此聞 の 歌態は前に も述 べ た様 に 非常に難 か し く簡單 に は計算出來 さ う もあ 1 ませ

ん 。
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